
キ巧ラ巧ゃれ

市民会館孝わ明に補恥
土浦市が予算

/ンステッ現バスtn叫換え実現へ

現在の市民会館まわリキララちゃんが、

天丼が低い上に、乗降口に3段の段差があり、

高齢者や車いす使用の方、ベビーカーの方々や、

荷物を持った方々に、不便で危険等々、

多くの問題が出され、土浦市や、

事業主体のまちづくり活性化土浦等々に、

さまざまな改善の要望など話し合つてきました。

昨年6月の市議会で、井坂正典さんが一般質問してくださって、

ノンステップバスヘの切り替えが必要との部長答弁を得ていました (2頁 )。

去る2月25日、中川市長が予算会見で、

来年度の予算に盛り込んだことを 明らかにしました。

この3月議会で本決まり。社会参加の扉が開いた思いです。

ドンドン利用し、もっと楽しい、快適なものにしていきましょう。
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2010年 1月市議会議事録お1ら(策稗)

祥頼正典これの一偶質問

まちづくり活性化バスの 「乗車拒否」事件を踏まえ、

公共交通の取り組みの現状と課題について

この問題は、2010年 5月 16日 (日曜日)で ございます。

バリアフリー協議会やその他活動されている滝野さん、中央二丁目在住ですが、お父さん、

この方は中央二丁目の区長さんを長い問務めていた方で97歳になられます。

娘さんとお二人で楽しみに買い物を中心市街地でして、さあ自宅帰ろうと西ロバス停で待つ

ていましたら、キララバスの運転手さんに乗せられませんよと断られたことが発端です。

結局、お二人は車椅子を押して中央二丁目の自宅まで歩いて帰宅をしたわけであります。

そして、お二人はこの怒り、悔しさ、これを胸に乗車拒否の重大さを感 じ取り、市役所担当

部署に即相談し、5月 21日 に担当の都市計画課と話し合いが行われたわけでございます。

話し合いは当事者の怒りを察してか、参加者の中から乗車拒否の現状として、市や事業者の

対応が全く変わっていない、いつも障害者や車椅子利用者、高齢者等交通弱者が犠牲になっ

ているではないか。30年 間この問題を言い続けてきたが対応が全く改善されていない、そ

ういうことで憤慨し、市担当職員に詰め寄る場面も

あり、話し合いは緊迫をしたわけでございます。
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そこで、6月 5日 でございます。土曜日にも関わら

ず、土浦商工会議所会館前におきまして、NPO法

人まちづくり活性化土浦が機敏に対応 していただ

き、キララちゃんバスの利用について市、商工会議

所、NPO、 タクシー事業者等が、この問題はバリ

アフリー新法に基づく、そして基本構想を実現させ

る会など約 30名が参加 したわけであります。 写真 まちづくり活性化土浦 勝田理事長挨拶

バリアフリー新法に対しての対応が不十分で、大変認識不足であつた点など、利用者や市民

の皆様に対して大変申し訳なかったと、率直に謝罪をされたわけでございます。
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参加者の中からは、バスの構造上の問題や、教育、研修の徹底などの意見が出されたわけで

すが、総じて市民協働によつて、今後、活性化バスや公共交通をどのようにしたら安心、安

全、快適に乗り降りできるか、大変ざっくばらんな話し合いになったように思われます。

そして、さらに6月 9日 、再度、市の担当者との話し合いを持ち、市民からは安心、安全、
・l■適に乗り降りできる車両購入のお願いしたいと、そういう要請もしたわけでございます。

また、参加者からは、一連の出来事に対し、最初は乗車拒否に対して憤慨していた気持ちも、

市やNPOの 素早い取り組みと真摯な対応で大分薄れ、

今は感謝の気持ちでいっぱいだと、そういう感想を皆さんが持つたようでございます。

あともう1点 、これは非常に、前にも市長、私の質問にうなずいていたわけでありますが、

保健福祉部長もご存じのように、障害者 (児)福 祉団体連合会の村出会長がすばらしい発言

をしておりますよね。Fわれわれ障害者を地域資源として活かしていただきたいんだ」と。

「このバリアフリー推進にはわれわれ自体を活かして、この上浦の活性化に寄与していただ

ければありがたいんだ」と。

つまり、こういう乗車拒否の問題とか不都合の問題がないように、国では交通事業者向けバ

リアフリー教育訓練プログラムというのを作り、そして、実際に交通事業者や事業主体者に

向けて教育を実施しているわけでございます。まさにこういう障害者の方々を、自分たちを

利用してこれを活かしてほしいんだという気持ちのあらわれで言われたんだと思います。

(写真)7月 3日 (土)午 前10時～商工会議所前で運転士さんと実車で検証 (30名参加)

仕事こ介頼の両主

暫せたに感謝

逓距躍命護
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